













の 5 つのプロセスを，著者→コンテンツ制作会社→読者の 3 つに縮めた。コンピュ
ータ・インターネット・システム・デバイスは，私たちの生活にすっかりとけ込
み，欠かせないものとなっている。









































人口 インターネット利用者数 人口普及率 成長率 世界に占
める割合2011年 2000年末 2011年末 （%） 2000─2011
アフリカ 1,037,524,058 4,514,400 139,875,242 13.5% 2988.4% 6.2%
アジア 3,879,740,877 114,304,000 1,016,799,076 26.2% 789.6% 44.8%
欧州 816,426,346 105,096,093 500,723,686 61.3% 376.4% 22.1%
中東 216,258,843 3,284,800 77,020,995 35.6% 2244.8% 3.4%
北米 347,394,870 108,096,800 273,067,546 78.6% 152.6% 12.0%
中南米 597,283,165 18,068,919 235,819,740 39.5% 1205.1% 10.4%
オセアニア 35,426,995 7,620,480 23,927,457 67.5% 214.0% 1.1%
世界全体 6,930,055,154 360,985,492 2,267,233,742 32.7% 528.1% 100.0%































































































ットワーク，Google や Amazon のようなプラットフォーム，電子書籍のようなコ
ンテンツの 3 つの層に分けている。私たちがよく使っている Google は，多くのプ
ラットフォームの集合体である。情報収集には検索エンジン，ワープロ・表計算に
は Google ドキュメント，電子メールには G メール，Web 閲覧には chrome，動画










































ISP 業者（Internet Services Provider）
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図₃　オンラインゲーム「ドラゴンネスト」のワンシーン
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の家に住む（住宅をデザインして家具を集める。友人を招待できる。図 4 はその 1 例であ
































































































クセシビリティを決める。2004年 6 月，Web アクセシビリティを規定する日本工
業規格（JIS）が制定された。正式名称は，「JIS X 8341-3 高齢者・障害者等配慮設
計指針─情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス─第 3 部：ウェブコン
























































































































　「 2 ちゃんねる」（http://www.2ch.net/）は西村博之氏が1999年 5 月30日に設立し
た電子掲示板である。「ハッキング」から「今晩のおかず」までをスローガンにし
て， 2 ちゃんねるの中では幅広い分野の話題が投稿されている。 2 ちゃんねるへの
書き込みや，スレッド立ちあげは無料である。2011年では約1200万人が利用してい
る。






（2012年 5 月10日）によると， 2 ちゃんねるが警察の業務委託団体「インターネッ
ト・ホットラインセンター」から違法情報の削除を要請されたのに，放置した件数



























































































と，固定通信網については，NTT 東日本・KDDI・ソフトバンクテレコムの 3 社
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